
 

日本歯科医師会は 8 月 11 日、「新たな感染症を踏まえた歯科診療の指針」の第 1 版を日歯 HP に掲載しまし

た。同指針は、新型コロナウイルス感染症に対応するため、堀憲郎会長を座長としたタスクチームで議論し、

小林隆太郎・日本歯科医学会連合専務理事、今井健一・日本大学歯学部教授の全面的なご協力を得て、柳川忠

廣副会長を中心に新しい歯科医療体系を整理するステップとして、取りまとめたものです。 

本指針の構成は、以下のようになっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※なお、本指針は現時点の情報を基に作成したもので、新型コロナウイルス感染拡大の状況など必要に応じて

版を重ねていく予定です。また、日本歯科医師会、日本歯科医学会連合、厚生労働省などの HP から最新の 

情報をご確認ください。 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

※詳細は、日歯 HP「歯科医師のみなさま」➡新型コロナ感染症について➡日本歯科医師会の対応・対策➡ 

新たな感染症を踏まえた歯科診療の指針（8/11）に掲載しています。 
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新たな感染症を踏まえた歯科診療の指針―第 1 版について 

 

各種通知等は、日歯 HP 内の「新型コロナウイルス感染症につ

いて」（歯科医師のみなさまへ）およびメンバーズルーム

（https://www.jda.or.jp/member/）に掲載しています。 

歯科医師向け 
 
メンバーズルーム 

１．はじめに 

２．感染症の基本知識 

３．新型コロナウイルスの基本知識 

４．歯科医療機関における感染予防策 

 （１）標準予防策とは 

 （２）診療に関する留意点 

 （３）診療環境に関する留意点 

 （４）スタッフに関する留意点 

 （５）マスクについて 

  

 

５．新型コロナウイルス感染症に関連する検査について 

（１）検査の種類 

（２）各検査の概念（内容）と目的 

６．新しい生活様式への対応 

 （１）基本的考え方 

 （２）適切な情報発信 

 （３）歯科健診について 

 （４）訪問歯科診療等について 

 （５）その他 

別添参考資料１ マスクについて 

別添参考資料２ 「新しい生活様式」の実践例 
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